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令和５年度
沼田市立薄根中学校における

がん教育の実践

令和５年度指定校 沼田市立薄根中学校

教諭：大澤 誠（令和６年度沼田市立沼田西中学校教頭）

１ がん教育の目的
がんは日本人の死亡原因として最も多く、生涯のうち国民の二
人に一人はがんに罹患する可能性がある。また、政府が策定した
がん対策基本計画においても、子供に対し健康と命の大切さや自
己管理、がんに対する正しい知識とがん患者に対する正しい理解
ができるように教育することを目指し、学校教育の中でがん教育
を実施することが求められている。この内容は、日常の生活や学
習への適応と自己の成長及び健康安全に関するもので、心身の機
能や発達、心の健康についての理解を深め、生涯にわたって積極
的に健康の保持増進を目指すものである。

２ 薄根中学校の取組
本校では、生徒が日常の健康や安全に関す
る問題に自ら気付き、必要な情報を進んで収
集し、よりよい解決方法を考えて、自己の健
康や安全を保持増進するためのよりよい意思
決定や行動選択をする力を育成することを目
標に、学級活動の授業実践を中心に取り組む
こととした。

３授業実践 事前指導

７月

栄養教諭による食を考える授業におい
て、がんのリスクが高まる食べ物、がん
のリスクを低くする食べ物や食べ方に
ついて考える。
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３ 授業実践 本時の展開
令和５年１０月２４日（火）

題材名

「がんから自他の命を守るために自分にできる

ことを考えよう」〔学指要領：(2)エ〕

＜めあて＞

がんの予防について理解し、今からできる具体
的な目標を考えよう。

○生活振り返りチェック（キラリチェック）の

結果をモニターに掲示し、クラスの傾向につ

いて確認させる。

① 事前に学習した内容を確認し、
本時のめあてをつかむ

・がんの主な三つの原因の中で「生活習慣」について

は自分で気を付けることができることに気付く。

・がんの原因の結果を踏まえて、具体的にどのような

生活を送ればよいか発表する。

② がんにならないために自分ができること
を考え、気付いたことを発表する

・望ましい生活習慣が大切だとわかっていても、忙しさなどを理由にその

ような生活を送らない人に対して、どうアドバイスをすればよいか自分

で考える。

・ワークシートに自分が考えたアドバイスを記入し、グループ内で発表

し合う。

・グループ内でアドバイスを１つ選んだり、作成したりし、ロールプレイ

（３０秒程度）を行う。その際、動画を撮影し、ロイロノート（共有

ノート）に保存する。

③ 自分の大切な家族や身近な人のがんのリスク
を減らすために自分たちができることを見付ける
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がん教育ワークシート
この人にアドバイスをしてみよう①

がんの予防に生活習慣が大
事だと分かっているけど、
忙しくてそれどころじゃな
いです！毎日、残業、残業
で、今日も何時に帰れるの
か･･･。
でも、体がじょうぶだから
気にしていません･･･。

がん教育ワークシート
この人にアドバイスをしてみよう②

がんの予防に生活習慣が大
事だと分かっているけど、
好きなものだけを、食べた
い量だけ食べるようにして
います。
でも、体がじょうぶだから
気にしていません･･･。
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がん教育ワークシート
この人にアドバイスをしてみよう③

がんの予防に生活習慣が
大事だと分かっているけ
ど、休日は寝ていること
が多いです。運動は苦手
で、何をすればよいのか
も分かりません。
まあ、体がじょうぶだか
ら気にしていませんが･･･。

・ロールプレイが終わったグループから、他の

グループのロールプレイの様子を視聴する。

・各グループのロールプレイを視聴させ、よい

ところを称賛する

④ 自分の大切な家族や身近な人のがんのリスク
を減らすために自分たちができることを見付ける

⑤ 本時の学習や話合いを振り返り、がんの予防

について自分に合った具体的な目標を決める

○生活習慣振り返りチェック（キラリチェック）を改めて確認し、

自分の生活について再度振り返る。

○がんの予防について、自分に合った自己の具体的な目標を考える。

○グループ内で自己の目標を発表する。

○各自の目標をロイロノート（共有ノート）にグループ分けをして

保存する。【保存・提出】

○他のグループで出されたクラスメイトの目標を見る。【共有】
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３授業実践 （３）事後指導

11月下旬

保健委員会による生活習慣振り返りチェッ

ク（キラリチェック）で今月（１１月）の自

己の生活習慣について振り返る。

毎月、最終週を
目安に実施
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＊朝食は変わらず全員が「できた」
＊栄養バランスは実施後の11月が「できた」が
増加、「できなかった」が０に。

＊睡眠は、実施後の11月「できた」が増えたが、
一方で「できなかった」も微増

＊運動については変化がなかった。

３授業実践 （３）事後指導

12月

がんの予防についての具体的な目標

を意識して生活することができていた

か考える。

４ 校内研修において

＜主体的に学習に取り組むための工夫＞

〇「大切な人」にアドバイスするという設定で、「強い思い」を

言葉にこめることができた。

〇取り組むべき活動について説明が分かりやすく、生徒が主体的に

取り組めていた。

〇ロールプレイも効果的にできた。

＜振り返る活動＞

〇「きらりチェック」を使用することで、自分事として振り

返りができていた。

〇事前の活動が活かされていた展開であり、生徒が各自の

目標を考えることができた。

４ 校内研修において
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＜教育技術について・タブレット等ICT活用、ＴＴなど＞
〇班ごとに話し合う設定が違うことで、いろいろな場面の考えを共有

できる。

〇ＩＣＴ活用が効果的であったため、生徒が視覚的に捉えられていた。

〇活動時間をモニターに提示することで、短いながらも充実した話し

合いができていた。

４ 校内研修において ５ 成果と課題【成果】

医師による講演会、食についての指導、生活習慣振り返り

チェック、保健体育科授業等と関連させて本時の授業に取り組ん

だ。授業のワークシートや授業後の感想の記述、生活習慣振り返

りチェックの結果などから、生徒のがんに対する意識の向上や、

自己の生活習慣を見直すため、よりよい意志決定と行動選択を促

し、将来のがん等の生活習慣病を予防する生活へとつながる態度

が育成されてきている。また、自己のみならず家族や自分の周り

の人に対するがん予防についての意識も育成されてきている。

５ 成果と課題【課題】

多くは成人が罹患する生活習慣病としての「がん」

について、中学生が自分事として考えられるような教

材、指導の工夫をする必要がある。また、小学校から

中学校、高等学校へと系統立てて学ばせるために、校

種によってどのような内容の学習が必要か、目安のよ

うなものがあると指導がしやすいと感じる。

ご清聴ありがとうございました


